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近
年
の
医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
は
治
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
た
疾
病
が
治

る
よ
う
に
な
る
一
方
で
、
労
働
環
境
の
変
化

に
よ
り
、
精
神
疾
患
等
の
作
業
関
連
疾
患
が

増
加
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
職
場
復
帰
を

め
ざ
し
て
治
療
を
受
け
る
労
働
者
や
、
治
療

を
受
け
な
が
ら
就
労
す
る
労
働
者
が
増
加
し

て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
、厚
生
労
働
省
の「
治

療
と
職
業
生
活
の
両
立
等
の
支
援
に
関
す
る

検
討
会
」（
座
長
＝
今
野
浩
一
郎
・
学
習
院

大
学
教
授
）
は
八
月
八
日
、
治
療
と
職
業
生

活
の
両
立
等
の
支
援
に
か
か
わ
る
報
告
書
を

発
表
し
た
。
検
討
会
は
今
年
二
月
か
ら
議
論

を
重
ね
て
お
り
、
報
告
書
は
そ
の
結
果
を
ま

と
め
た
も
の
。
企
業
（
人
事
労
務
担
当
者
）、

産
業
医
・
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
、
医
療
機
関
、

労
働
者
な
ど
の
関
係
者
が
連
携
を
図
る
た
め

の
基
盤
整
備
が
必
要
と
の
考
え
を
示
し
、
そ

の
た
め
の
取
り
組
み
の
必
要
性
を
提
言
し
て

い
る
。

三
割
が
就
労
可
能
年
齢
で
が
ん
を
罹
患

　

報
告
書
で
は
、
人
事
院
「
国
家
公
務
員
長

期
病
休
者
実
態
調
査
」
で
一
カ
月
以
上
の
長

期
病
休
者
が
全
職
員
の
約
二
％
い
る
こ
と
か

ら
、
全
雇
用
者
数
に
当
て
は
め
る
と
、
約

一
〇
〇
万
人
の
労
働
者
が
職
場
復
帰
に
向
け

て
治
療
を
受
け
て
い
る
と
推
計
。
定
期
健
康

診
断
の
有
所
見
率
も
、
労
働
力
人
口
の
高
齢

化
等
を
背
景
に
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成

二
二
年
に
は
五
二
・
八
％
と
半
数
を
超
え
、

と
く
に
脳
・
心
臓
疾
患
に
つ
な
が
る
血
中
脂

質
、
血
圧
等
に
係
る
割
合
が
大
き
い
と
し
て

い
る
。
ま
た
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
で
は
、

仕
事
や
職
業
生
活
に
関
す
る
強
い
不
安
、
悩

み
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
労
働
者
の
割

合
が
約
六
割
に
達
し
、
精
神
障
害
等
に
よ
る

労
災
請
求
件
数
・
支
給
決
定
件
数
も
増
加
傾

向
に
あ
る
と
の
現
状
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
日
本
の
死
因
の
第
一
位
で
あ
る

が
ん
に
つ
い
て
、
生
涯
の
う
ち
に
二
人
に
一

人
が
罹
患
し
、
そ
の
う
ち
三
人
に
一
人
が
就

労
可
能
年
齢
で
罹
患
す
る
実
態
に
つ
い
て
も

指
摘
す
る
一
方
で
、
診
断
・
治
療
技
術
の
進

歩
に
よ
り
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
可
能

と
な
っ
た
こ
と
で
、
が
ん
の
五
年
生
存
率
は

五
〇
％
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症
の
引
き

金
と
な
る
糖
尿
病
に
つ
い
て
も
、
糖
尿
病

が
強
く
疑
わ
れ
る
者
は
約
八
九
〇
万
人
で

あ
り
、
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
者
は
約

一
三
二
〇
万
人
に
上
る
こ
と
を
紹
介
（
図
）。

そ
の
一
方
で
、
医
師
か
ら
糖
尿
病
と
言
わ
れ

た
こ
と
が
あ
る
者
で
、
ほ
と
ん
ど
治
療
を
受

け
て
い
な
い
者
が
約
四
割
を
占
め
て
い
る
と

の
現
状
も
指
摘
す
る
。
定
期
通
院
を
自
己
中

断
し
た
主
な
理
由
は
、
仕
事
が
多
忙
で
あ
る

と
の
理
由
が
五
一
％
を
占
め
、
男
性
・
若
年
・

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
専
門
職
で
の
中
断
が
多
く

な
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

「
情
報
基
盤
」「
人
材
基
盤
」
の
整
備

が
必
要

　

報
告
書
は
、
近
年
の
医
療
技
術
の
進
歩
に

よ
り
生
存
率
が
向
上
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を

背
景
に
、
治
療
を
受
け
な
が
ら
就
労
す
る
労

働
者
が
無
視
で
き
な
い
割
合
で
存
在
し
て
い

る
こ
と
を
指
摘
。
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進

展
に
よ
り
労
働
力
人
口
が
減
少
に
転
じ
る
な

か
で
、
よ
り
多
く
の
人
々
が
可
能
な
限
り
社

会
の
支
え
手
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
な
全

員
参
加
型
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
治
療
と

職
業
生
活
の
両
立
な
ど
の
支
援
が
必
要
と
の

考
え
を
示
し
た
。

　

し
か
し
、
報
告
書
は
、
両
立
支
援
を
巡
る

現
状
に
お
い
て
、
労
働
者
、
企
業
、
産
業
医
・

産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
、
医
療
機
関
等
の
関
係

者
の
取
り
組
み
や
連
携
が
十
分
で
は
な
い
こ

と
も
指
摘
。
具
体
的
に
は
、
重
症
化
防
止
の

観
点
か
ら
、
定
期
健
康
診
断
の
実
施
義
務
が

課
せ
ら
れ
て
い
る
な
か
で
、
事
業
主
や
産
業

医
に
よ
る
治
療
開
始
の
促
し
や
治
療
中
断
に

対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
の
定
期
健
康
診
断

後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
不
十
分
で
あ
る
こ

と
、
周
り
の
上
司
、
同
僚
だ
け
で
な
く
、
疾

病
を
抱
え
る
労
働
者
自
身
も
、
疾
病
に
関
す

る
正
し
い
知
識
を
有
し
て
い
な
い
た
め
に
、

が
ん
等
と
比
較
し
て
、糖
尿
病
等
を
軽
視
し
、

治
療
よ
り
も
仕
事
を
優
先
さ
せ
、
結
果
と
し

て
、
病
状
の
悪
化
を
招
い
て
い
る
こ
と
な
ど

を
あ
げ
た
。

　

ま
た
、
職
場
復
帰
や
復
帰
後
の
治
療
と
就

労
の
両
立
の
観
点
か
ら
、疾
病
に
よ
り
休
業
、

休
職
し
た
労
働
者
が
、
職
場
へ
復
帰
・
定
着

す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
柔
軟
な
雇
用
管
理

の
取
り
組
み
（
時
間
単
位
の
休
暇
制
度
、
短

時
間
勤
務
制
度
の
導
入
等
）
が
不
十
分
で
あ

る
こ
と
。
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
企
業
で

あ
っ
て
も
、
非
正
規
雇
用
者
に
つ
い
て
は
、

適
用
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
場
合
が
多
い
こ

と
を
あ
げ
た
。
さ
ら
に
、
医
療
機
関
に
お
い

て
、
職
務
内
容
や
勤
務
時
間
な
ど
の
患
者
の

就
業
状
況
の
考
慮
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
、

企
業
側
（
人
事
労
務
担
当
者
・
産
業
保
健
ス

タ
ッ
フ
）
と
医
療
機
関
側
の
情
報
連
携
・
共

有
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
も

あ
げ
て
い
る
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

治
療
と
就
労

4

厚
労
省
が
治
療
と
職
業
生
活
の
両
立
等
の
支
援
検
討
会
報
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表
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こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
報
告
書
は
、
両
立
の

た
め
の
基
盤
整
備
が
必
要
と
の
考
え
を
示
し

た
。
具
体
的
に
は
、
①
労
働
者
、
企
業
、
産

業
医
・
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
、
医
療
機
関
等

の
関
係
者
が
、
疾
病
に
つ
い
て
の
知
識
や
、

治
療
と
職
業
生
活
の
両
立
の
現
状
及
び
必
要

性
に
つ
い
て
、
正
確
な
情
報
を
得
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
「
情
報
基
盤
」、
②
人
事

労
務
担
当
者
、
産
業
医
・
産
業
保
健
ス
タ
ッ

フ
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
等
の
両
立
支
援
の
役

割
を
担
っ
て
い
る
人
材
を
養
成
、
研
修
す
る

た
め
の
「
人
材
基
盤
」
―
―
の
二
つ
の
基
盤

整
備
を
提
言
し
て
い
る
。

柔
軟
な
雇
用
管
理
、
医
療
機
関
と
の

連
携

　

報
告
書
は
、基
盤
整
備
の
た
め
、企
業
（
人

事
労
務
担
当
者
）、
産
業
医
・
産
業
保
健
ス

タ
ッ
フ
、
医
療
機
関
、
労
働
者
な
ど
の
関
係

者
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
必
要
性
を
強
調
し
た
（
表
）。

　

具
体
的
に
は
、企
業
（
人
事
労
務
担
当
者
）

に
つ
い
て
は
、
健
康
診
断
の
実
施
、
産
業
医

の
選
任
な
ど
の
労
働
安
全
衛
生
法
上
の
措
置

を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
者
の
疾
病

の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
や
重
症
化
防
止
に

努
め
る
こ
と
。
職
場
の
疾
病
に
対
す
る
理
解

を
高
め
、
治
療
と
職
業
生
活
の
両
立
に
理
解

の
あ
る
職
場
風
土
を
形
成
す
る
た
め
に
、
労

働
者
・
管
理
監
督
者
の
教
育
に
努
め
る
こ
と

な
ど
を
指
摘
し
た
。

　

ま
た
、
早
期
の
職
場
復
帰
や
、
復
帰
後
の

治
療
と
職
業
生
活
の
両
立
を
促
進
す
る
た

め
、
時
間
単
位
の
有
給
休
暇
制
度
や
短
時
間

勤
務
制
度
な
ど
を
導
入
す
る
こ
と
、
個
々
の

事
案
に
対
応
す
る
た
め
の
柔
軟
な
雇
用
管
理

の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
も
求
め
て
い

る
。

　

産
業
医
・
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て

は
、
労
働
者
の
健
康
確
保
の
た
め
、
人
事
労

務
担
当
者
と
協
力
し
、
治
療
開
始
の
促
し
や

治
療
中
断
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
定
期

健
康
診
断
後
の
確
実
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を

行
う
こ
と
。
ま
た
、
医
療
機
関
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
人
事
労
務
担
当
者
の
役
割
を
補

助
す
る
こ
と
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。と
く
に
、

保
健
師
は
、
産
業
医
以
上
に
労
働
者
へ
の
身

近
な
相
談
相
手
と
な
り
う
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
立
場
を
活
か
す
こ
と
で
、
積
極
的
に
労
働

者
本
人
と
接
触
し
、
産
業
医
や
人
事
労
務
担

当
者
、
医
療
機
関
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
を

求
め
て
い
る
。

　

医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
職
場
復
帰
や
復

帰
後
の
治
療
と
職
業
生
活
と
の
両
立
に
関
す

る
相
談
体
制
を
整
備
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と

や
、
患
者
の
就
業
状
況
を
把
握
し
た
上
で
、

治
療
方
針
の
決
定
に
際
し
、
可
能
な
範
囲
で

仕
事
を
休
ま
ず
に
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

配
慮
す
る
こ
と
な
ど
を
あ
げ
た
。

　

労
働
者
に
つ
い
て
は
、
健
康
診
断
の
受
診

の
機
会
等
を
通
じ
、
日
頃
か
ら
、
疾
病
の
予

防
や
早
期
発
見
、
重
症
化
防
止
に
努
め
る
こ

と
。
労
働
者
自
ら
が
積
極
的
な
情
報
収
集
を

行
い
、
企
業
と
医
療
機
関
の
情
報
共
有
・
連

携
に
協
力
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

　

な
お
、
行
政
の
役
割
と
し
て
は
、「
治
療

と
職
業
生
活
の
両
立
」
に
つ
い
て
、
社
会
的

な
認
識
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
支
援
を

要
す
る
労
働
者
や
関
係
者
の
取
り
組
み
状
況

等
の
実
態
把
握
、
企
業
や
労
働
者
か
ら
の
相

談
に
対
す
る
支
援
体
制
の
整
備
、
関
係
者
が

取
り
組
む
べ
き
方
法
を
示
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
作
成
し
、
周
知
・
徹

底
を
は
か
る
こ
と
。
ま
た
、
先
行
的
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
企
業
の
事
例
の
収
集
・

発
信
や
表
彰
制
度
を
設
け
る
な
ど
、
企
業
の

自
発
的
な
取
り
組
み
の
促
進
を
図
る
こ
と
な

ど
を
あ
げ
た
。
好
事
例
の
収
集
等
に
よ
る
、

企
業
の
自
発
的
な
取
り
組
み
の
促
進
―
―
な

ど
を
あ
げ
て
い
る
。
報
告
書
で
は
、
行
政
に

対
し
て
、
既
存
の
仕
組
み
・
施
策
を
活
用
し

な
が
ら
、
一
元
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
と
の
考
え
も
示
し
た
。

（
調
査
・
解
析
部
）

表　両立支援で関係者取るべき対応、連携の在り方

企業（人事労務担当者）

・労働安全衛生法上の措置を徹底し、疾病の早期発見・早期治療や重症化防止に努める。
・�職場における疾病に対する理解を高め、治療と職業生活の両立に理解のある職場風土
を形成するため、労働者・管理監督者の教育に努める。
・時間単位の有給休暇制度の導入など、柔軟な雇用管理の取組の推進。

産業医・産業保健スタッフ ・定期健康診断後のフォローアップや医療機関との連携など、人事労務担当者の補助。

医療機関 ・職場復帰や復帰後の治療と職業生活との両立に関する相談体制の整備。
・患者の就業状況を把握した上での、治療方針の決定。

労働者 ・日頃からの疾病の予防、早期発見、重症化防止に努める。
・積極的な情報収集や、企業と医療機関の情報共有・連携への協力。

行　政

・両立支援についての、社会的な認識の向上。
・支援を要する労働者の規模やニーズ、関係者の取組状況等の実態把握。
・企業や労働者からの相談に対する支援体制の整備。
・関係者が取り組むべき方法を示したガイドライン、マニュアル等の作成。
・好事例の収集等による、企業の自発的な取組を促進。

資料出所：「治療と職業生活の両立等の支援に関する検討会報告書概要」より作成




